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本日の説明事項

１．ヒューマンエラー（HE）発生状況

２．『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーン
 の実施状況
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ＨＥ発生件数と発生率の推移（H16年度～）

「なくせ、ヒューマン
エラー」キャンペーン①HE低減に向けて本店・

 発電所一体となった活動

 実施

②「アイソレミス」「施工

 不良」低減に向けた取り

 組み実施
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発生件数 福島第一 発生件数 福島第二 発生件数 柏崎刈羽

発生率 福島第一 発生率 福島第二 発生率 柏崎刈羽

ＨＥ発生件数は下

 げ止まり。

基本動作に関する

 ＨＥが相継いで発生

 している。（具体的

 な事例はP.6～P.8）

※10/14現在
：Ｈ２２年度末での予想値
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ＨＥ低減に向けた本店／発電所一体となった取り組み

••
 

H17H17年度の取り組み（①）年度の取り組み（①）
–

 
H15年4月に不適合管理不適合管理の仕組みを構築し，個々のヒュー

 マンエラー低減に向けて取り組み実施

–
 

H17年より，各発電所が個別に行っていた活動や経験を共
 有し，以下の取り組みを展開

・挨拶／一声かけ運動，3wayコミュニケーション，TBM/KY，リスク予

 測のためのCBA，指差呼称／復唱キャンペーン

 
等

••
 

H20H20年度の取り組み（②）年度の取り組み（②）
–

 
高グレード不適合不適合の更なる低減に向けて，「アイソレミス」

 「施工不良のうち基本作業が不十分な不適合」を低減対象
 として，その低減対策を以下のとおり展開

・マネジメント・オブザベーションの実施，工事施工要領書ポイント確

 認，現場管理コアタイム

【不適合管理】とは，要求事項に適合しない状況が放置されるこ

 とを防ぐとともに，適切な処置を取るまでの一連の管理をいう。

 ヒューマンエラーによる不適合も適切に処置，管理される。

【不適合管理】とは，要求事項に適合しない状況が放置されるこ

 とを防ぐとともに，適切な処置を取るまでの一連の管理をいう。

ヒューマンエラーによる不適合も適切に処置，管理される。
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ＨＥ低減に向けた発電所（福島第一，福島第二）
 個別の取り組み

【運転】

・「操作前１分間ドリルカード」の運用（H20～）：操作前に立ち止まり考えてから行動時に活用

 

［福一］

・ＣＢＡサポートシート運用（H18～）：ＣＢＡを確実に実施するために活用 ［福一］

・補機指導職の配置（H19～）：若年層運転員へのＯＪＴ指導強化

 

［福一］

・行動観察の実施（H20～）：運転員に対し「運転に関する管理職期待事項」を制定し、行動観察にて期

 待事項が実践されているか確認・フォローを実施 ［福二］

・「TBM-KYサポートシート」の活用（H21～）：TBM-KY時、作業パターンに沿った確認事項や過去の事

 例・想定事象を記載したシートを活用

 

［福二］

【保全】

・ＢＢ制度、OJTの実施（H20～）：若年層保全部員への実務指導強化

 

［福一/福二］

・『現場作業の基本動作表運用』（H20～）：現場作業での基本動作を徹底させるために活用 ［福一］
・TPMふくに協力企業改善活動部会によるHE防止活動（H20～）：他社の事例を学び、定期的な意識付

 けをするための報告会により、各協力企業の「好事例の共有」と「継続的な意識付け」を実施 ［福二］
・行動観察の実施（H21～）：協力企業が実施する現場作業において、TBM-KYも含めた行動観察を行

 い、期待事項に達しているか確認・フォローを実施

 

［福二］

【共通】

・失敗に学ぶ教室（H19～）：過去の失敗を活用した発電所員及び協力企業従業員に対する教育・訓練

 の充実 ［福一/福二］

・ナレッジ（ノウハウ）の蓄積、活用（H17～）：運転、保全に係わるノウハウ等の蓄積 ［福一］
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最近発生した基本動作の不徹底事例一覧

事例 件 名 事 象 基本動作の不徹底事項

事例①
循環水ポンプ（ＣＷＰ）吐出圧力計

 
点検対象号機間違い

誤って運転号機の計器に安全処置をし

 
てしまった。

対象機器間違い

事例②
原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）安全

 
処置の対象号機間違い

誤って運転号機の制御盤に安全処置を

 
してしまった。

事例③
ＣＲ交換位置（ロケーション）の位置

 
間違え

交換すべきＣＲではなく、誤って隣のＣＲ

 
を掴みつり上げてしまった。

事例④
直流１２５Ｖ

 

ＭＣＣ３Ａ

 

ユニット復

 
旧における位置間違い

電源ユニットの復旧の際、本来戻す箇所

 
とは逆に取り付けてしまった。

事例⑤
残留熱除去系（ＲＨＲ）の水張時の

 
弁復旧忘れ

系統水抜き完了後、弁「閉」操作はしたも

 
のの，十分に閉まっていなかった。

弁操作ミス（確認不足）

事例⑥ 電動弁リミットスイッチの未調整
本来調整すべきリミットスイッチが未調整

 
の状態であった

弁点検ミス（確認不足）

事例⑦
非常用ディーゼル発電機（Ａ）潤滑

 
油ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾎﾟﾝﾌﾟ吐出圧力低下およ

 
び異音

ポンプ吸込部に異物（布ウエス）が残っ

 
ていた。

異物確認不足

事例⑧
高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ）ポン

 
プ用電動ホイスト荷吊り状態保持

 
の件

点検用治具および吊り具を「重量物」とし

 
て認識していなかったため，治具を吊っ

 
たままで運転位置を離れた。

安全管理不足（重量物管理

 
不足）

事例⑨ 原子炉内への点検用具の落下
治具におもりを締結していたロープが切

 
れ，おもりが原子炉内の炉心支持板上

 
の，制御棒付近に落下した。

３Ｈ作業（はじめて、久しぶ

 
り、変更）ミス
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事例①：循環水ポンプ（ＣＷＰ）吐出圧力計
 

点検対象号機間違い

発生日：平成２２年６月２８日

号機：１Ｆ－４

関係者：関連企業
  

  

同じ名盤

事象
３号機ヤードに於いて，循環水ポンプ(A)(C)吐出圧

 力計の点検校正を行うために安全処置（水抜き）作

 業を実施していたところ，運転号機である４号機中

 操にて「循環水ポンプ吐出圧力高」警報が発生した。

経緯・原因

• 本来３号機の循環水ポンプの計器を点検をするた

 め安全処置（水抜き）をする予定だった。

• 作業者は場所を誤って運転号機である４号機の所

 に行き、CWP(C)の吐出圧力計の計器の安全処置

 （水抜き）をした。

• その結果、CWP圧力高の警報が発生した。

４号機：プラント運転中に安全処置を４号機：プラント運転中に安全処置を

 
実施してしまった箇所実施してしまった箇所

３号機：プラント停止中。本来安全３号機：プラント停止中。本来安全

 
処置を実施すべき箇所処置を実施すべき箇所
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事例④：直流１２５Ｖ
 

ＭＣＣ３Ａ
 

ユニット復旧における位置間違い

発生日：平成２２年８月２６日

号機：１Ｆ－３

関係者：関連企業

戻し間違い
本来 本来本来

1A

1B

2A

2B

事象
RCIC復水ポンプの試運転を実施したところ，「直流

 125V

 
MCC3A

 
過負荷」警報が発生しポンプが異常

 停止した。

経緯・原因

• 当日，MCC全台（4台）の電源ユニットを点検していた。

• 点検終了後，電源ユニットの復旧の際に作業者がユ

 ニット１Ｂ（RCIC復水ポンプ電動機用）と２Ａ（PLRMG

 セットEOP（C）電動機用）を逆に取付けた。

• その際，別の作業者はコネクター接続確認等に気を

 とられて電源ユニットの設置状況を確認しなかった。

• 電源ユニットの警報設定値が異なっていたため，ポ

 ンプ試運転時に異常停止した。
2A用ﾕﾆｯﾄ1B用ﾕﾆｯﾄ
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本日の説明事項

１．ヒューマンエラー（HE）発生状況

２．『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーン
 の実施状況
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今回のキャンペーンのコンセプト
 --

 
ＨＥ低減に向けた取り組みへの着眼点ＨＥ低減に向けた取り組みへの着眼点

 
--

①
 

管理者による品質・安全の向上と安全優先の方針
 を繰り返し表明

②
 

ルール・ベース（施工要領書，運転手順書など）の
 業務遂行

③
 

「運転経験（OE）情報」
 

の活用

並びに

④
 

「
 

ＨＥ防止ツール」の活用

⑤
 

②～④に関する活動の管理者による行動観察（マ
 ネジメントオブザベーション）と改善

これらをイメージさせる「リアカー・モデル」を提示
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HEHE防止ツール防止ツール

工事監理員工事監理員

工事担当者工事担当者

OEOE情報情報

ル
ー

ル

工事監理員工事監理員

工事施工要領書

運転手順書

HEHE
（ヒューマンエラー）（ヒューマンエラー）

MOMOの目の目

品
質品
質

安
全安
全

管理者管理者

ＨＥ防止のためのリアカーモデルＨＥ防止のためのリアカーモデル

・ＪＩＴ（Ｊｕｓｔ・ＪＩＴ（Ｊｕｓｔ

 

ＩｎＩｎ

 

Ｔｉｍｅ情報）Ｔｉｍｅ情報）
・不適合から学ぶ・不適合から学ぶ
・原子力品質・安全部ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ・原子力品質・安全部ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ
・影響評価書（不適合水平展開）・影響評価書（不適合水平展開）
・・NUCIANUCIA（他社情報）（他社情報）

・・STARSTAR
・・CBACBA
・・3Way3Wayコミュニケーションコミュニケーション
・報連相・報連相

・指差呼称・指差呼称
・セルフチェック・セルフチェック
・ダブルチェック・ダブルチェック
・・TBMTBM--KYKY

当直員当直員

安全文化
安全文化 作業班長・作業員作業班長・作業員

管理者による行動観察管理者による行動観察
（マネジメントオブザベーション）（マネジメントオブザベーション）

①

①
②

③

④

⑤
MManagementanagement

 

OObservationbservation

基本動作の徹底
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無 断 複 製 ・転 載 禁 止　東 京 電 力

【事 例 】(A/R No. 55216)　発 生 日 ：H20.6.8

発 生 場 所発 生 場 所 ： ２Ｆ-1原 子 炉 建 屋

作 業 内 容作 業 内 容 ：ＲＣＩＣ注 入 弁 （直 流 電 動 弁 ）点 検
発 生 概 要発 生 概 要 ：運 転 中 の 2F-1号 機 に おい て、
RCIC系 注 入 弁 （直 流 電 動 弁 ）の 開 閉 動 作
試 験 を行 っ ていた ところ、「直 流 接 地 警 報 」が
発 生 した。
現 場 確 認 の 結 果 、当 該 電 動 弁 用 電 動 機 の
電 機 子 回 路 の ブラシ ８本 の うち １本 が 固 定
ホ ル ダ ー より脱 落 し、筐 体 に接 触 して いる
ことが 確 認 され た 。

【原 因 】
• ブ ラシ挿 入 後 、ブ ラシ押 さえバ ネの 効 き具

合 を 確 認 す る際 に、ピ グテ ー ル を引 っ 張 り
過 ぎた た め 取 付 位 置 が不 良 となった 。

• 電 動 弁 開 閉 試 験の 際 に 、ブ ラシ の 当 た り
状 態 、火 花 発 生 の 有 無 を確 認 しなか った 。

【教 訓 】

• ブ ラシ挿 入 後 、ブ ラシ押 さえバ ネの 効 き具
合 を 確 認 す る際 には 、ピグ テー ルを引 っ
張 り過 ぎな い。

• 電 動 弁 開 閉 試 験 の 際 に は 、ブラシの 当 た
り状 態 、火 花 発 生 有 無の 確 認 を行 う。

Ｊ Ｉ Ｔ情 報（保全 関連）Ｊ Ｉ Ｔ情 報（保全 関連）

脱 落 し たブラ シ

ブ ラシ 押 さ えバ ネ
ピ グテ ー ル

監 理 員 ／ 作 業 員

作 業 実 施 前

対 象

タイミング

ブ ラシ 装 着 不 良内 容

電 動 弁 点 検（直 流 ） 　作 業 分 類

電 気 機 器当 社 対 象 G

筐 体

事前検討会事前検討会やや作業の作業の直直前前など注意喚起が注意喚起が最も最も効果的な効果的なタイミングでタイミングで（→（→JJust ust IIn n 
TTimeime＝＝JITJIT））繰り返して繰り返して情報情報を確認を確認することですることで，，再発防止再発防止のの意識を高揚意識を高揚しし，エラー，エラー

 のの低減を図る低減を図るものですものです。。（（JITJIT情報総数：約情報総数：約450450件作成済）件作成済）
当社イントラに掲載，各サイト企業ネットからアクセス可能当社イントラに掲載，各サイト企業ネットからアクセス可能

ぱっと見ぱっと見（短時（短時

 間）で，間）で，
事象の内容や教事象の内容や教

 訓が分かる資料訓が分かる資料

 として，スピディーとして，スピディー

 にタイムリーに作にタイムリーに作

 成＆リリース成＆リリース!!

ＯＥ情報の例（ＯＥ情報の例（JITJIT情報）情報）

対象
グループ

原因

事例

教訓教訓
現場で注意す

 べきポイント

活用
タイミング

対象者

作業
分類

ミス概要
結果 図や写真

| || |

情報元

【ＯＥ情報：Operating Experience】とは，自社の不適合情報，国内及び国外での他プ

 ラントのトラブル情報などを運転経験情報という。

 

【ＯＥ情報：Operating Experience】とは，自社の不適合情報，国内及び国外での他プ

 ラントのトラブル情報などを運転経験情報という。
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ＨＥ防止ツールの利用タイミングＨＥ防止ツールの利用タイミング

標準
作成

作業
開始前

作業中
作業
完了

PLAN Do Check Action

・TBM／KY
・CBA
（Check Before Action

 

）

（結果の報告）・セルフチェック
・ダブルチェック

作業の流れ

・指差呼称
・3wayｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
・STAR
（Stop Think Action Review）

・セルフチェック
・ダブルチェック

有効と思われるHE防止ツール
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ＯＥ情報の組織的な活用イメージＯＥ情報の組織的な活用イメージ

自社不適合自社不適合
（ＨＥ，設備，運用他）（ＨＥ，設備，運用他）

国内外他社情報国内外他社情報

OEOE情報（ＪＩＴ等）情報（ＪＩＴ等）

インプット

事前検討会での活用事前検討会での活用

TBM/KYTBM/KYでの活用での活用

運転手順書へ反映運転手順書へ反映

安全事前評価へ活用安全事前評価へ活用

デザインレビューへ活用デザインレビューへ活用

検査要領書へ反映検査要領書へ反映

マニュアル，ガイドへ反映マニュアル，ガイドへ反映

活用先

当社

施工要領書反映施工要領書反映

ヒヤリハット情報等ヒヤリハット情報等

当社

企業

運転
設計

運転運転
設計設計

保守保守保守
当社，元請，協力企業
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C
B
A

S
T
A
R

3
W
a
y

指
差
呼
称

セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク

ダ
ブ
ル
チ

ェ
ッ
ク

そ
の
他

手順書未使用
09-O-004
09-O-007

手順書不遵守 09-O-051

操作箇所（場所）の誤り
09-O-016
09-O-036
09-O-037

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ －

計器監視不十分
09-O-027
09-O-058

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ －

計器読取りミス 09-O-003 － － ○ ◎ ○ ○ －

操作経験不足により発生したミス
09-O-012
09-O-022

－ － － － － －
ピアチェック
（OJTの状況確認）

弁開度確認不十分
（重たい弁、開度未確認等）

09-O-014
09-O-032

○ ○ － ○ ◎ ○ －

現場計器等確認不十分（漏えい）
09-O-021
09-O-024
09-O-047

○ ○ ○ ◎ ○ ○ －

現場およびTagの照合確認不足
（操作箇所（場所）の誤り）

09-O-03１ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ －

教育不足 09-O-030 － － － － － －
ピアチェック
（OJTの状況確認）

操作不十分（ベント不十分） 09-O-038 － ○ － － ◎ ○
ピアチェック
（OJTの状況確認）

ジャンパー復旧時の誤接触 09-O-008 － ○ － － ◎ ○ －
復旧箇所間違え 09-O-045 － ○ － － ◎ ○ －
現場およびTagの照合確認不足
（操作箇所（場所）の誤り）

09-O-050 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ －

ジャンパー差込不十分 09-O-015 － － － － ◎ ○ －

－－ － －◎ ○ －

使用するＨＥツール

作業段階 よく確認されるＨＥ事例 ＪＩＴ例

中操・現場盤ＣＳ操作時

現場弁操作時
（水抜き・復旧時等）

ジャンパーリフト操作時

操作時

ＯＥ情報（過去のＨＥ）とＨＥ防止ツールの関連ＯＥ情報（過去のＨＥ）とＨＥ防止ツールの関連（（1/41/4））

例１

例２

【当直員用】【当直員用】



16 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

ＯＥ情報（過去のＨＥ）とＨＥ防止ツールの関連ＯＥ情報（過去のＨＥ）とＨＥ防止ツールの関連（（2/42/4））

例１：「操作箇所（場所）の誤り」の防止のために

例２：「現場及びTagの照合不足」の防止のために

STAR（Stop（立ち止まり），

 
Think（考え），Action（行動

 
し），Review（見直す））

指差呼称
セルフチェック



17 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

C
B
A

S
T
A
R

3
W
a
y

指
差
呼
称

セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク

ダ
ブ
ル
チ

ェ
ッ
ク

T
B
M
・
K
Y

事
前
検
討
会

そ
の
他

分解作業着手時 点検対象機器間違い 点検対象弁間違い（ヒヤリハット） 09-C-144 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

接点部点検時 有機材塗布不良 電動弁開閉動作不良 08-E-002 ○ ○ ◎ ◎

有機溶剤使用作業時（洗浄，ＰＴ
等） 防爆機器使用せず 火災 08-C-031 ◎

燃料交換器・クレーン点検操作時 周辺設備監視不足 燃料交換機つかみ具破損 09-R-012 ○ ◎ ○

機器組立前内部確認時 異物片付け忘れ ポンプ吐出流量低 08-T-004

ブラシ当たり状態確認不足 警報発生 08-E-001 ○ ○ ◎ ◎

配管誤接続 RCIC動作不能によるLCO逸脱 08-C-001 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

機器取付時の挟まれ 指挟まれ人身災害 08-T-005 ○ ◎ ○

リミットスイッチ調整時 リミットスイッチ調整ミス RCICタービントリップ不能 09-RT-004 ○ ◎ ○

試験
作業

現場機器周辺での試験時 本設設備への接触 RCICトリップ 09-R-015 ○ ○ ◎ ○

S/C内異物混入 09-C-139 ○ ◎ ○ ○

タービン・発電機トリップ 08-E-004 ◎ ○ ◎ ○ ○

資材片付時 作業内容把握不足 架台落下による人身災害 09-C-055 ◎ ◎ ◎ ◎

仮設設備片付時 電源スイッチ誤操作 本設設備（補助ボイラー）トリップ 09-C-074 ◎ ○ ◎

当直員との調整時 連絡忘れ
HCUスクラム排出容器リミットス
イッチ動作不能によるＬＣＯ逸脱

08-M-008 ◎

他企業・グループとの調整時 作業干渉の調整不足 指切断人身災害 09-C-062 ◎ ◎

09-CR-011

09-CR-013

セルフ安全処置復旧時 弁復旧忘れ
計測器非待機状態によるLCO逸
脱

08-M-005 ○ ◎ ○ ○

分解
手入
作業

発生事象詳細

使用するＨＥツール

ＪＩＴ例

組立
作業

機器組立時

片付
作業

廃棄物片付時

よく確認されるＨＥ事例分類 作業段階

養生片付忘れエリア最終確認時

高線量・高汚染廃棄物管理不良 放射性物質の内部取込 ○ ◎

ＯＥ情報（過去のＨＥ）とＨＥ防止ツールの関連ＯＥ情報（過去のＨＥ）とＨＥ防止ツールの関連（（3/43/4））

例３

例４

【保全（協力企業用）】【保全（協力企業用）】



18 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

ＯＥ情報（過去のＨＥ）とＨＥ防止ツールの関連ＯＥ情報（過去のＨＥ）とＨＥ防止ツールの関連（（4/44/4））

例３：「作業内容把握不足」の防止のために

例４：「弁復旧忘れ」の防止のために

（ダブルチェック）



19 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーンの実施概要（1/2）

HE撲滅に向けての期待事項を明確にし，社員や作業員に伝え，協
 力企業と一体となってHE撲滅に向けて取り組みます。また，管理

 者は，取り組み状況を行動観察します。

②ＯＥ情報とＨＥ防止ツールを用いた取り組みの実施

③管理者による行動観察の実施（マネジメントオブザべーション）

④TBM/KYのワークショップ

協力企業の担当者や作業員及び東電社員を対象とした研修会を
 実施します。ＨＥはどのような時に起きるのか，ＨＥ防止ツールはど

 のように有効かをわかりやすく解説します。

①本店・ヒューマンファクターグループによるＨＥに関する教育
 の実施



20 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

経営層が，発電所で毎月行われる会議に参加し，基本動作の徹
 底に向けた取り組み状況を，モニタリングします。

⑤パフォーマンスレビュー会議でのモニタリング

社内のライン部門から独立した組織により発電所の取り組み状況
 の現場観察を行います。

⑥原子力品質監査部による現場観察の実施

基本動作徹底活動に対して，社外の方々から客観的な御意見を
 頂きます。

⑦WANOの専門家の方々より

⑧社外専門家の方々より

『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーンの実施概要（2/2）



21 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーン
 

＜実施状況＞

協力企業の担当者や作業員及び東電社員を対象とした研修会を
 実施します。ＨＥはどのような時に起きるのか，ＨＥ防止ツールはど

 のように有効かをわかりやすく解説します。

①ヒューマンファクターグループによるＨＥに関する教育の実施

福島第一

 （H22.10/19）
福島第二

 （H22.10/27）

協力企業 91名 787名

東電社員 78名 135名

合計
（下段は出席者数）

169名
（184名）

922名
（943名）

福島第一での研修風景（H22.10/19）

受講者数［アンケート有効回答者数］

［補足］福島第一では，協力企業からは代表者が出席しており，内容を

 
各社へ持ち帰ったのちに関係者へ情報共有している。



22 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

①ヒューマンファクターグループによるＨＥに関する教育の実施

研修内容の一部紹介（３ｗａｙコミュニケーション）



23 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

福島第一 福島第二

協力企業 100% 99%

東電社員 100% 98%

・ＨＥ防止ツールに対する理解度
（理解出来た割合）

【アンケート結果】

順位 協力企業 東電社員

１ 報・連・相 STAR

２ 3wayｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 報・連・相

３ STAR 整理整頓

４ 指差呼称 3wayｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

・使おうと思ったＨＥ防止ツール（上位４つ）

①ヒューマンファクターグループによるＨＥに関する教育の実施

質問．どのヒューマンエラー防止ツールを使おうと
思いましたか？

質問．ヒューマンエラー防止ツールについて
理解することができましたか？



24 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

HE撲滅に向けての期待事項を明確にし，社員や作業員に伝え，協
 力企業と一体となってHE撲滅に向けて取り組みます。また，管理

 者は，取り組み状況を行動観察します。

②ＯＥ情報とＨＥ防止ツールを用いた取り組みの実施状況

（１）過去のヒューマンエラーの発生状況認識

（２）管理者の期待事項の明確化

（３）メンバーによる行動宣言

③管理者による行動観察の実施（マネジメントオブザべーション）

④TBM/KYのワークショップ

『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーン
 

＜実施状況＞



25 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

（１）過去のヒューマンエラーの発生状況認識

○○会社



26 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

（２）管理者の期待事項の明確化

管理者は，運転操作や点検作業の各段階において，具体的
 にどのような防止ツールを使うのか，メンバーに伝えます。

期待事項の例【福島第一の例】
◎指揮・指示・確認等を明確にした３ｗａｙコミュニケーション

の徹底を行います。（させます）
◎一点集中し，注意と確認を実施し行動します。

・・・しながら行動はしません。
◎工程・調達・溶検・定検準備・調整業務・・・。

原点に立ち返り，保全計画Ｇとして，自分のやるべきことを
再認識し，出来ることを確実・着実に実施して，机上・現場
のＨＥ撲滅を達成しよう!
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期待事項の例【福島第二の例】
運転管理

◎手順の利用
◎指差呼称の徹底
◎ポイント毎での報告（３ｗａｙコミュニケーション）
◎ジャンパーリフト（制御回路の安全処置）での二人操作

保全
◎作業の型に即した災害やHEのリスク，品質管理にかか

わることならびに各自の役割分担等を良く話し合い，お
互いが理解する。

◎エラーの防止，作業品質向上のため，要領書（手順書）
類は常に作業場所のすぐ近くに配備し，必要な時に適切
に活用する。



28 無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

メンバーは，ヒューマンエラーを防止するための行動宣言
 を行い，基本動作の徹底を実践します。

（３）メンバーによる行動宣言

【実施例】
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HE撲滅に向けての期待事項を明確にし，社員や作業員に伝え，協
 力企業と一体となってHE撲滅に向けて取り組みます。また，管理

 者は，取り組み状況を行動観察します。

②ＯＥ情報とＨＥ防止ツールを用いた取り組みの実施

③管理者による行動観察の実施（マネジメントオブザべーション）

④TBM/KYのワークショップ

実施に向けて準備中

福島第一 福島第二

実績（回数） ４６ ４３

『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーン
 

＜実施状況＞

これまでの活動実績（平成２２年１１月１０日）
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管理者による行動観察状況
 （マネジメントオブザべーション）

管理者は、メンバーの行動宣言に基づく“基本動作の徹底”
実践状況を観察し，適宜改善を図ります。

管理者

管理者
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経営層が，発電所で毎月行われる会議に参加し，基本動作の徹
 底に向けた取り組み状況を，モニタリングします。

⑤パフォーマンスレビュー会議でのモニタリング

以下の手順でHE発生状況をモニタリングしてく予定。

１．ＨＥ発生状況（発生数，発生率）を確認する（Ｌ１ＰＩの確認）

２．上記の発生ＨＥについて「よく確認されるＨＥ事例」（次シート参

 照）の発生状況を確認する

 
（過去ＨＥ事例の再発状況過去ＨＥ事例の再発状況）

３．問題の所在に応じて，ＨＥ防止上の必要な対策を検討する

『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーン
 

＜実施状況＞
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過去に経験したＨＥ事例の類似再発状況を確認過去に経験したＨＥ事例の類似再発状況を確認
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社内のライン部門から独立した組織により発電所の取り組み状況
 の現場観察を行います。

⑥原子力品質監査部による現場観察の実施

以下の状況の現場観察を行う。

管理者による行動観察の実施状況

運転経験（OE）情報の活用状況
 

など

『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーン
 

＜実施状況＞
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基本動作徹底活動に対して，社外の方々から客観的な御意見
 を頂きます。

⑦WANOの専門家の方々より
・10/8にWANO専門家によるコンサルテーションを実施。

以下のご意見を頂きました。

HE防止ツールを使う際，どのツールが大切なのか，作業開始前に

 関係者に認識してもらうことが大事。

「このようなヒューマンエラーが起きやすく，結果として，こういう事象

 になるんだ」と運転経験情報を活用して説明することが効果的であり，

 ヒューマンエラーが起こりえる状況を，関係者が自ら考えるということ

 に時間をしっかり使うことが大事。

・また，2008年度よりWANO技術支援ミッション（ＴＳＭ）を受け入れ，「管理

 者による行動観察指導」のコンサルテーションを実施中。

⑧社外専門家の方々より
11/18の原子力安全・品質保証会議において御意見を頂きます。

『なくせ，ヒューマンエラー』キャンペーン
 

＜実施状況＞
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ま と め

• 原子力発電所の品質，安全の維持，向上のため
 には基本動作の徹底が不可欠と認識している

• 今回のキャンペーンは，最近発生している基本
 動作の不徹底によるＨＥに着目し，ＯＥ情報とＨＥ

 防止ツールを関連付けて基本動作の啓発を行い
 その徹底を図るもの

• ＯＥ情報とＨＥ防止ツールを関連付けたこの活動
 は一過性のものではなく継続的に取り組んでいく
 ものであり，今後ともＨＥ低減に努めていく

以 上
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（参考）用語集（1/2）
用 語 説 明

不適合管理 要求事項に適合しない状況が放置されることを防ぐとともに，適切な処置を取る

 までの一連の管理。

アイソレ アイソレーション（隔離）の略。機器の点検時に，他の機器等を隔離すること

マネジメントオブ

 ザベーション
管理者による行動観察（管理者の期待事項に対する実施状況を観察すること）

STAR Stop

 

Think Action Reviewの略。「立ち止まり」，「考え」，「行動し」，「見直す」とい

 う行動様式。

CBA Check Before Actionの略。行動する前に，確認すること。

3wayコミュニ

 ケーション
相手の理解を確認するため，作業実施内容など相互に確認し合うコミュニケー

 ション方法

報・連・相 報告，連絡，相談

 

のこと

TBM-KY ﾂｰﾙﾎﾞｯｸｽﾐｰﾃｨﾝｸﾞ／危険予知活動のこと。作業前に行われる。

指差呼称 対象を指差し，その名称や行動を声に出すこと。

ＪＩＴ情報 Just In Time情報。注意喚起が最も効果的なタイミングで使用する情報。

NUCIA ニューシア（NUClear

 

Information Archives）。原子力施設情報公開ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ
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（参考）用語集（2/2）
用 語 説 明

施工要領書 作業において実施すべき事項が記載された書類のこと。

運転手順書 プラントを運転する際，必要となる手順書のこと。

現場管理コアタ

 イム
決まった時間を設定し，積極的に現場へ行くこと。

ＢＢ制度 新入社員の教育・育成のための制度であり，先輩社員（ビックブラザー）が新入

 社員に対してある期間，かかり付けで指導を行うこと。

ＯＪＴ Ｏｎ ｔｈｅ Ｊｏｂ

 

Ｔｒａｉｎｉｎｇ（オン

 

ザ

 

ジョブ

 

トレーング）の略，上司や先輩が部下や

 後輩に具体的な仕事を通じて教育・指導等行うこと。

ＴＰＭ Total Productive Maintenanceの略であり全員参加の生産保全のこと。あらゆる

 ロスやムダを徹底的に排除し生産効率を極限まで高めていくことの活動をいう。

ナレッジ 知見や実践的なノウハウ，経験則といった情報を蓄積したデータベース

ＯＥ情報 Operating Experienceの略，自社の不適合情報，国内，国外での他プラントのト

 ラブル情報などを運転経験情報という。

ＨＥ防止ツール ヒューマンエラーを防止するためのツールであり，セルフチェック，ダブルチェック，

 指差呼称，3Ｗａｙコミュニケーション，その他各種をいう

ＷＡＮＯ World Association of Nuclear Operatorsの略，「世界原子力発電事業者協会」
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